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主
張
し
.統
If
學
と
推
定
學
と
の
區
別
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
彼
の
所
謂
ニ
元
性
と
は
，
統
計
學
の
認
識
目
的
は

T

大
數
法
則
に
照
應
す 

る
結
果」
で
あ
る
と
共
に
、.

「

か

iる
藎
然
論
的
見
地
が
.全
然
何
等
の
役
割
も
演
ぜ
ざ
る
が
如
き.別
箇
な
結
果(

次
量g.

範
圍
及
び
_
3t 

の
.•
報
告
等) 」
で
も
あ
る
.と
い
ふ
の
で
あ
る
.0
と
の
：理
論
的
對
立
に
極
め
て
困
難
光
：る
問
題
を
包
藏
し
，て
居
り
、

»:
之
が
解
決
は
我
々
に
課 

せ
ら
れ
た
•最
も
重
要
な
問
題
.の
1
0で
あ
る
。
併
し
こ
の
章
に
於
て
は
杉
敎
授
の
積
極
的
意
見
は
窺
ひ
得
な
い
。
最
後
の
第
十
一
一
章
は 

r

數
學
的
方
法
の
精
密
な
る
理
解'材
料
に
關
す
；る
.双
.學
的
悤
惟
、
材
料
及
び
，材
料
の
背
後.に
存
在
す
る
自
然
的
tf
c會
的
背
景
と
に
對 

士
る
充
分
な
る
理
解
の
下
に
行
は
れ_る
特
有
な
推
論
方
法
が
銃
計
的
解
柝
法
の
方
法
形
態

」

：な
る
こ
と
を
說
明
し
、
か
、
る
統
計
的
解 

析
法
の一

例
と
し
て
グ
レ
ー
ブ
ネ
ル
博
士
の

「

移
動
季
節
變
動
指
數

」

を
紹
介
し
.た
も
の
.'
で
あ
っ
て
、
經
濟
統
計
の
觀
點
か
ら
極
め
て
興 

味
あ
る
一
文
で
あ
る
。

. 

,

旣
に
述
：べ
た
通
ヵ
、
本
書
で
は
敎
授
は
統
訐
的
方
法
の
う
ち
そ
の

1.

半
た
る
大
量
觀
察
法
の
み
を
問
題
と
さ
れ
た.に
過
ぎ
ぬ
.0#
っ 

.

て
他
の
一
半
た
る
統
計
的
解
析
法
が
充
分
に
論
述
さ
れ
て
始
め
.て
敎
授
の
所
謂
一
般
理
論
の
罾
豸
が
構
築
さ
れ
る

わ

け

で
、
本
書
が
單 

.

に
理
論
統
計
學
硏
究
，と
題
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
之
が
た
め
で
あ
ら
う
？
と
の
淺
さ
れ
た
他
の
半
面
が
、
と

Xに
取
扱
は
れ
た
半
茴
と
同
様 

の
創
意
と
透
徹
を
.以
て
示
さ
れ
ん
こ
と
は
、
.獨
り
黏
の
み
の
念
願
で
は
故
か
ら
う
。

(

立
命
館
出
版
部
發
行
、
定
價
三
圓
八
十
錢

)

. 

C
1

九
四 

OJL1 
二

七〕

髙
崎
高
等
商
業
學
校
敎
授
塚
原
仁
氏
の

「

人
口
統
計
論」

は
人
口
學
界
の
最
近
の‘一
肷
穫
で
あ
る
。
序
文
に
日
く

「

今
や
人
口
問
題
は

東

.蓝
新
秧
序
建
設
の
.
1翼と
し
て
其
重
大
性
が
認
識
せ
ら
れ
、
活
潑
な

：

る
論
議
の
的
と
な
っ
て
ゐ
名
事
は
周
知.の.如
く

.で
あ
る
が
、
其

- 

. 

.

.

. 

. 

.

中
心
問
題
の一

は
一
友
ふ
迄
も
な.く
出
生
減
退
で
あ
る
0而
‘し
て
庇
問
題
た
る
や
其
自
身
之
を
切
灕
し
て
考
慮
す
べ
ぎ
も
の
に
非
ず
し
て
、

人
口
の
鞲
成
、
其
發
展"更
に
婚
姻
、
死
亡
等
の
諸
事
象
と
の
％
機
的̂
罾
に
於
て
之
を
考
察
す
る
に#
ざ
れ
ば
、.
其
眞
相
は
到
底
之

，
 

- 

. 

.

-

を
把
握
す
.る
を
得
ざ
る
ベ
く
、
又
從
て
其
薦
の
對
策
も
之
を
樹
立
す
る
を
腐
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
玆
に
一
般
的
な
る
人
口
の
銃
計
的
硏
究 

の
必
要
が
見
ら
.る
X
.ので
あ
っ
て
.、
未
だ
本
書
に
於
て
此
問
題
は
殆
ど
取
扱
は
れ
て
は
ゐ
な-v
>
■
け

れ

ど

も.'
上

記

办

意

味

に

於

て

此

事 

象
を
ょ
り
大
な
る
視
野
に
於
て
眺
め
ん
と
す
る
云
は̂準
備
過
程
的
意
_
を
本
書
に
認
め
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
の
深
く
喜
び
と
す1
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•
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る
所
で
あ
る」

と
。

-,
'

■

'.
,

■

■:
.

.

!

本
書
は
ニ
編
ょ
り
成
り
、.第
一
編「

人
口
統
計
序
說」

で
.は
人
口
統
計
の
概
念
*.
人
口
統
計
調
赉
、
.紙
計
解
析
略
說
.の
三

章

を

收

.
め

て 

ゐ
る
。
氏
は
人
ロ
統
社
學
贫
る
獨
立
的
科
學
の
可
能
性
を
、
於
の
歷
史
的
事
甶
と
統
計
的
硏
究
對
象
と
し
.て
の
人
ロ
の
特
異
性
と
の
ニ 

っ
か
ら
肯
定
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
.*
計
辦
析
略
激
は
文
字
通
り
略
識
で
、
僅
か
十
三
•貝
の
ぅ
ち
に
比
例
數
か
ら
始
っ
て
相
關
 々

•塚
原
仁
著
1人
ロ
統
.計
論 j
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人
口
統
計
論
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:

係
.

に
茧
：る
統
計
技
術
を
說
明
し
よ
う
と
す
る

<0
-

'

は
.

聊

か

無

理

：で
'

あ

る

。
ビ

：の

種
( 0

著
作
の
.

讀
者
.

は
恐
ら
く
は」

と
通
り
の
統
計
學
的
素 

養
は
あ
る
べ
.

き
普
で
'

あ
る
か
ら
、
冬
し
敢
へ
て
解
析
の
說
明
を
す
る
な
：ら
：よ
：り
輿
門
的
な
、.
例
.

へ
ば
各
種
の
：出
生
率
、
死
亡
率
、
增
加 

■

率
、'
壽
命
、
將
來
人
口
測
定
法
等
を
述
ぶ
べ
き
，で
は
な
か
.

つ
た
ら
う
か
。；■
何
れ
に
せ
よ
第

1

編
は
全
部
を
合
せ
て
四
〇
頁

そ

こ

く

に 

，
過

ぎ

肩

一

ー
5

〇
頁
に
垂
ん
と
.

す
る
第
1

1

編
だ
け
.

於
本
昏
の
.

內
容
士
見
て
よ
か
ら
う
0
 

. 

‘
;
.

.
，
第
一1

編
は「

與
女
の
割
合
に
就
てJ.

以
下
十
.

I

章
よ
り
成
る
。:'
'
第
一
章
で
は
男
女
の
割
合
に
つ
い
て
.歐
羅
巴
汲
び
我
國
の
人
口
に
現
は 

,

れ
た
特
徵
を
概
說
し
、.そ
，の
原
因
に
も
觸
れ
て
ゐ
るo
'氏
は
窗
於
於
け
る
男
性
超
過
は.女
子
死
亡
率
が
比
較
盼
に
髙
い
，爲
ぱ
か
り
で 

な
く
、1

般
.に
出
生
.率
が
高
い
か
ら
だ
と.言
は
れ
て
ゐ
.る
が
、.；
確
か
に
そ
の
傾
き
は
あ
る
で
あ
ち$
o第
二
章>

年
齢
！！
成
の
.變
化
と 

其
意S

」

の
終
り
の
.部
分
に
は
子
供
の
多
少
と
其
經
濟
的
意
義̂-る一

節
が
あ
る
。
'氏
は「

小
供
の
少
い
事
は：

‘ 

•
生
產
の
方
面
よ
り
一

K

 

ふ
も
.、
又
消
，費
の
方
面
よ.り
袞
ふ
も
、.決
し
セ
望
ま
し
5
事
で
は
な
い」

と
办
游
論
を
揭
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
，理
論
過
程
は
恐
ろ
し
く 

單
純
で
へ
.經
濟
學
關
係
者
の.態
度
と
し
て
は
首#
し
鼓
ね
る
も6.

が
あ
る
。
出
生
減.に
よ
つ
て
失
業
が
減
少
し
；な
い
こ
と
は
、
否
寧
ろ 

增
加
さ
：へ
す
る
で
あ
ら
う
亡
と
は
、
確
か'に
氏
の
言
は
.れ
る
.
'通
り
で
t

o
併
し
失
業
の
：增
減
だ
け
が
所
謂
經
濟
的
意
義
な
の
で
I

 

う
か
。
生
計
費
や
物
資
な
ぞ'の
問
題
は
度
外
視
し
て
よ
い
の
で
あ
ら
う■か
。
折
角
か
、
る
重
大
な
問
題
を
採
り■上
げ
る
、欲̂r

せ
め
<

.1

章
を
こ
れ
に
割
い
て
評
；

l
i
p

て

い

た

^
き

た

か

つ

た

:0
:
.

' 

' 

' 
• 

.

次
の「

我
國
に
於
け
る
配
遇
關
係
別
人
ロ_
成
に
就
て」

で
咏
性
別
、
年
齡
別
、.都
鄙
別
の
配
遇
關
係
の
相
異
を
述
べ
、
.更
に
そ
の
發 

展
の
様
態
と
方
向
を
獨
逸
と
の.對
比
に
よ
つ
て
說
明
し
て
ゐ
る
。
次
の

「

婚
姻
統
計
の
若
干
問
題

」

は
主
と
し
.て
婚

絪

率

么

性

比

と

•の

關 

係
を
取
扱
つ
だ
も
め
で
、.相
關
圖
や
退
行
線
5:
:使
用
し
た
全
く
'の
統
計
學
的
硏
究
で奪

續

X「

.婚
姻
年
齢
.に
就
て」

で
は
我
國
の
婚 

姻
が
次
第
に
お
そ
く
な
り
つi
あ
る
事
實
を
婚
姻
の
平
均
年
齡
及
び
婚
姻
年
齢
；の
分
布
か
ら
證
明
し
い
結
論
に
於
て
早
凝
の

s-
m
を
％

- ■■以■¥>!»次ksskijm进守: ^ 免;E »r jK抑TsiAyK&'ifaffiKr笨 流 'fV£SOi3t

^

て

ゐ

る
°'
素

ょ

卜

氏

も

"
赊

姻

年

齡

の

時

題

は

單

に

坐

理

磬

时

觀

點

の

み

ょ

り

脎

決

ざ

^

へ

き

も

の

で

は

な

く

、
問

題

は

云

は

^
此

0 

然

的

婚

姻

年

齢

と

も

稱

す

ベ

き

生

理

罾

㈣

に

身

心

發

達

完

成

年

齢

に

到

達

せ

る

者

を

しy

直

ち

に

^

姻

に

人

ら

し

む

る

こ

と

に

あ

る

ょ

- 

り

も

"
. 寧

ろ

彼

等

を

し

て

婚

姻

生

活

に

入

る

を

得

ざ

ら

し

む

る

社

會

的

經

濟

的

障

碍

の

除

去

，
 
に

在

る

事

を

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ」
 

と
f

 

て

ゐ

る

が

、

こ
.の
®

要

問

題

を

僅

か

-
行

で

片

づ

け

て

了

ふ

.の

は

聊

が

物

'足

り

な

V

O
且

つ

婚

姻

年

齢

と

產

兒

數

と

の

關

係

が

閑

却

さ 

れ

て

ゐ

.る

た

め

、
.結

論

の

要

旨

も

迫

力

を

帶

び

得

な

い

？

'

.

,

次
の「

出
生
.に
.於
け
る
男
兒
遛
過
に
就
て」

に
於
て
は
"
こ
：の
現
象
の
恒
常
性
を
種
々
■な
る
角
度
か
ら
證
明
し
、結
論
し
て
日
く
，
元
来 

出
坐
、從
つ
て
出
生
兒
の
性
別
は
坐
理
的
に
規
定
さ
る
、
も
の
，で
あ
：る
。
故
に
統
計
的
に
男
兒
出
坐
超
過
な
る
事
象
が
諸
種
の
經
濟
的
、
 

社
會
的
、
.自
然
的
.事
情
と
或
種
の
相
關
を
.示
す
こ
と
.が
出
證
さ
れ
た
と
し
て
も
、
未
だ
そ
れ
を
以
て
直
に
何
故
に
男
兒
出
生
超
過
が
あ 

る
か
の
問
に
對
す
る
解
答
は
，與
.へ
ふ
れ
た
り
と
す
る
事
は
出
来
な
い
。
.
：
：
此
問
題
は
社
會
的
で
も
、
道
德
的
で
も
な
く •

實
に
生
理 

學
的
な
も
.の
で
あ
る
> 
と
。
併
1
氏
も
立
證
さ
れ
て
ゐ
.
.る
都
鄙
別
そ
の
他
，の
'人
ロ
階
層
に
ょ
る
比
率
の
相
違
は
畢
竟
は
社
會
讷
要
因
に 

,

:

栽
く
も
の
で
は
な
.い
.の
.で
あ
ら
ぅ
が
。
.氏
の
言
ふ「

坐
理
學
的」

の
意
味
，に
，從
，.へ
ば
、
例
へ
ば
職
業
別
の
掛
生
乘
や
死
亡
率
..の
差
も
亦
單 

.

.な
る
生
理
學
的
現
_

に
過
ぎ
ず
、
.社
會
科
學
の
硏
究
領
域
で
は
な
い
と

.い
ふ
こ

と

に

^'
:
る
o
.我
>
.
に

と

つ

て
必
要
な
こ
と
は
、
.斯
か
る 

、生
'理
的
現
象
の
i

に
あ
つ
■て
そ
れ
を
動
か
す
社
會
的
要
因
を
究
明
す
る
.と
と
で
は
な
か
ら
ぅ
かa

殊
に
氏
は
續
くr

死
產
統
•計
論」

に
. 

於
ズ
、「

死
產
中
に
は
社
會
的
悲
慘
や
道
#
的
頹
廢
に
因
由
す
る
も
の
.も
存
在
す
る」

と
斷
言
さ
.れ
て
ゐ
る
。
死
產
そ
れ
自
身
ば
勿
論
生
. 

通
學
的
琪
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
^
け
で
濟
ま
さ
れ
な
い
と
.と
ろ
に
人
口
銃
訐
學
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
:

.

.，以

下

は「

死

亡

に

於

け

る

男

女

の

割

合

/

「

乳

兒

死

亡

率

の

諸

問

題

」
「

日

清

レ

露

雨

戰

役

と

我

國

A

ロ

動

態」

の

兰

章

と

、
八

〇

寅

に 

近

い

紙

面

を

占

め

る

-.
-
Iラ

ヴ

ィ

ノ

ウ

ィ

ッ

チ

，氏

の

佛

蘭

西

の

人

口

問

題」

の

一

章

で

あ

る

o

こ
：の

最

後

の

一

章

は

ラ

ヴ

ィ

ノ

ウ

イ

ッ

チ

氏 

,

，塚
.原
仁
考
合
統
計
論」

，
.
v .

■:
へ

 ̂

.ニ
ニ

三

.(mil

七)

.
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ニ

四
.

.
.

a
l

l
.

二
八

)

のr

佛
蘭
西
'に
於
け
名
人
ロ
問
題
し
の.第I

一
編
の
紹
介
で
あ
る
。
該
書
は
デ
..：モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
略
物
論
と
の
關
聯
を
論
じ
た
宇
文
に
よ
つ 

て
著
名
で
あ
.る
が
、
こ
の
部
分
：は
全
く.割
愛
さ
れ
て
ゐ
る
。
氏
の
紹
介
は
大
霞
原#
に
忠
實
で
あ
り
、
'，殊
に
最
近
の
分
に
對
し
て
は
別 

の
#
料
を
以
て
補
ふ
勞
苦
を
と
ら
れ
て
ゐ
る。
，
.
.

:

■

‘

之
を
要
す
る
'

に
本
書
は
豐
富
な
銃
計
的
資
料
を
取
扱
；：

5

な
が
ら
、
そ
の
結
論
は
何
れ
も
少
か
.

ら
ず
常
識
論
的
で
、
资
料
の
內
容
に
適 

は
し
く
な
い
o

殊

に

秕

會

科

學

的

背

景

の

乏

し

い

：：こ

と

は

本

書

の

：最

大

の

.

缺
陷
で
お
ら
ぅ
。
併
し
少
く
と
も
統
計
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、 

本
書
は
確
か
に
優
れ
た
.

著
作
で
あ
づ
.

て
、
，殊
に
著
者
の
露
_

な
態
度
：に
は
.

少
か
ら
ざ
る
好
感
が
も
て
る
0

敢
へ
•

て
同
學
の
土
に
一
*:
譲

を 

薦
め
.

る
所
以
で
あ
る
？
.
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分
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四
拾
錢1
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キ

#
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る
一
切
の
用
怦
は
發
行
所
宛 

®

營

業

に

關

す

る

用

件

は

發

賣

ー

兀

宛

’

#
原
稿
締
切
期
日
は
發
行
の
前
月
十
日
限

0
0
^
0
0
^
0
.
0
^
囘
一
日
發
行

y n  

十 第
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轉

|
|

誌!

載

號-

0
^
f
s
i
0
M
0
0
0
0
^

|
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救

.
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江

田

範

:
保

.
束
京
市
流
坂
區
薪
町
丑
丁
目
四
十
！：番
地

印

刷

.者
金

子

鐵

五

.郞
 

..東京市赤坂區新

.町豇丁

0
四十二番地
 

印

.刷
所

■金
'
 
子 

'活版
所

]r
l京市芝區

m

田ニ
 
丁闰一骄地

.

.發
賣
元
.丸
善
株
或
會
社
三
田
出
張
所

.、

醫
 

s

i

n

^
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擷鞋ロ应東京油

5八滋~翫

鬱
尙
ほ
本
誌
は
全
國
各
市
雜
誌
店.に

て

販

賣

す
.

ロ振 

座替

慶

發

行

所

應

義

1 1  

杓田

塾

衆芝 
京區

八ニ'

ニ田 
o  ニ 
四ノ 
锻ニ

理

財

學

會

加

田

哲

ニ
 

;

奧

井

復

太

郞
.

前

號

_

—

)

自

ノ
道
路
交
通
の
安
全
と
自
動
車
速
度
の
制
限
に

就

て

:
.■'

有

機

的

貸

借

對

照

論

に

就

で

、

■

德
川
時
代
村
落
硏
究
序
說
'
:

.

.

I

—
-

そ
の
動
態
的
-研
究
I

新
體
制
と
統
制
經
濟 

I f

慶

化

と

統

制
1
.

—

-
(

國
土
計
诳
の
政
治
的
性
格)

^

—

..

. 

世
界
經
濟
新
秧
序
と
國
際
經
濟
體
制.

國
家
政
策
に
於
け
る
統
計
の
任
務
と
限
界 

勞
働
者
政
策
.

の
^
本
問
題 

財
政
學
.

の
理
論
®

題

——

财
政
堞
の
向
已
反
省
の
た
め
に̂
—

.

國
防
經
濟
欲
求

地
理
學
的

#*
究
の
對
象
と
.

課
題
.

勞
務
管
理
に
對
す
る
若
干
の
考
察

.

,

中
世
諾
威
の
農
地
世
襲

-
-グ
ゥ
ラ
K脅
法
#
-#
を
中
心
€
し
て
-

1

農
業
の
經
營
規
模
に
づ
い
て

.

商
業
學
.
の
對
象
と
體
系
-.

ン
 

大
陸
政
策
の
展
開
過
程 

新
東
駔
指
镎
理
論
の
瞥
見
、

.消
費
性
向
と
乘
數
.理
論

.;.

「

テ
ヒ
ノ
 

ロ
ギ
ー

」

の
系
f t

,

正
價
思
想
史
概
觀■ 

.

.

.


